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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月21日(2018.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の側面を有するハウジングであって、各側面が内面および外面を有する、ハウジン
グと、
　前記ハウジング内に含まれる電子構成要素と、
　前記ハウジングの前記複数の側面のうちの少なくとも１つに関連する多孔質で熱伝導性
の材料であって、３０μｍと２００μｍとの間の外面平滑度、熱伝導率、ｋ、および１０
％から７０％の間の空隙率を有し、前記空隙率を有することにより、積ｋ＊ρ＊Ｃｐが０
Ｊ＊Ｗ／ｍ４＊Ｋ２から１，０００，０００Ｊ＊Ｗ／ｍ４＊Ｋ２の間となるような、多孔
質で熱伝導性の材料についての密度、ρ、および比熱、Ｃｐ、が得られる、多孔質で熱伝
導性の材料と
を備える電子デバイス。
【請求項２】
　前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記複数の側面のうちの前記少なくとも１つの前記内
面および前記外面の一方または両方に関連する層を備える請求項１に記載の電子デバイス
。
【請求項３】
　前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記複数の側面のうちの前記少なくとも１つを形成す
る請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項４】
　前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記ハウジングの全体を形成する請求項１に記載の電
子デバイス。
【請求項５】
　前記電子構成要素によって放散される熱が、前記複数の側面のうちの前記少なくとも１
つの前記内面での接合温度を生み出し、前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記電子デバイ
スの定常状態動作中に前記複数の側面のうちの前記少なくとも１つの前記外面での表面温
度を３０Ｃから６０Ｃの間の範囲内に維持し、前記接合温度をしきい値レベル未満に維持
するように構成される請求項１に記載の電子デバイス。
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【請求項６】
　電子デバイスを操作する方法であって、
　前記電子デバイスのハウジングの内部において熱を生成するステップであって、前記ハ
ウジングが複数の側面を有し、各側面が内面および外面を有する、ステップと、
　前記ハウジングの前記内部において生成された前記熱の少なくとも一部を前記ハウジン
グの外部の環境に伝導するステップであって、前記ハウジングの前記複数の側面のうちの
少なくとも１つに関連する多孔質で熱伝導性の材料を通じて行われ、前記材料が、３０μ
ｍと２００μｍとの間の外面平滑度、熱伝導率、ｋ、および１０％から７０％の間の空隙
率を有し、前記空隙率を有することにより、積ｋ＊ρ＊Ｃｐが０Ｊ＊Ｗ／ｍ４＊Ｋ２から
１，０００，０００Ｊ＊Ｗ／ｍ４＊Ｋ２の間となるような、前記多孔質で熱伝導性の材料
についての密度、ρ、および比熱、Ｃｐ、が得られる、ステップと
を含む方法。
【請求項７】
　前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記複数の側面のうちの前記少なくとも１つの前記内
面および前記外面の一方または両方に関連する層を備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記複数の側面のうちの前記少なくとも１つを形成す
る請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記多孔質で熱伝導性の材料が、前記ハウジングの全体を形成する請求項６に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記ハウジングの前記内部において生成された前記熱が、前記複数の側面のうちの前記
少なくとも１つの前記内面での接合温度を生み出し、前記ハウジングの前記内部において
生成された前記熱の少なくとも一部を伝導するステップが、前記電子デバイスの定常状態
動作中に前記複数の側面のうちの前記少なくとも１つの前記外面での表面温度を３０Ｃか
ら６０Ｃの間の範囲内に維持するステップと、前記接合温度をしきい値レベル未満に維持
するステップとを含む請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ハウジングの前記内部において熱を生成するステップが、前記ハウジング内の少な
くとも１つの電子構成要素から熱を放散するステップを含む請求項６に記載の方法。
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